
全社への情報伝達が上手く伝わっておらず、一部の社員から不満や、2
拠点あるため情報が伝わるまでの時差や手間がありました。さらに、お
客様の資料でわかりづらい部分や読解できないなどで作業が進まな
い、ミスが多い状況がありました。これらの状況を解決するために伝達
手段と方法を見直しました。

タブレットを全社員に支給し、グループチャットを導入することで、2拠
点に伝わるまでにかかっていた時間と手間を削減し情報伝達スピード
を向上させることができました。また、お客様からいただいた資料では
分かりづらい部分をタブレットで写真を撮りペンで直接文字入れするこ
とで作業者のミスの削減ができました。今後は、社内教育を重視し、シ
ステムをより活用して効率化を目指します。
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